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　遡

皆
さ
ん
の
ご
意
見
調
査
中

　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
実
施
に
つ
い

国
民
健
中
保
険
嘱
業
は
、
当
市

は
現
肴
実
施
し
て
お
り
ま
廿
ん

が
、
九
月
巾
調
会
定
例
会
に
、

議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し

て
、
一
応
実
施
の
線
冷
打
出
し

ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
事
業
を

実
施
よ
．
O
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
貝
、
今
市
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
と
し
て
、
埴
礎
調
号
を
．
行
う

こ
と
に
な
り
レ
，
（
し
た
。
調
査
員

鱒
鑛
蠣
騰

こ
の
国
民
健
廣
保
険
は
、
　
険
・
日
扉
労
働
者
健
旗
保
険
篤

戦
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
も
　
に
加
人
し
て
い
る
脅
、
貧
困
で

鐸
翻
轄
輪
齢
痴
鞭
鱗
勃
鞭
て
い
る
一

の
制
坦
で
は
糺
局
財
政
的
に
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晶
り
、
中
止
の
や
粋
な
き
に
全

つ
た
の
で
あ
り
・
丈
ぐ
。
し
か
し

そ
の
後
、
こ
ω
利
益
の
改
d
が

行
わ
れ
、
国
の
財
政
的
捨
置
か

数
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
紬

果
、
昭
和
」
．
．
一
一
．
有
。
．
。
月
現
在

て

で
は
全
国
巾
町
村
の
約
七
十
二
い
わ
れ
て
い
る
二
つ
の
方
式
に

隊
購
詐
三
農
国
難
霊
夢
保
険
料
）
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

村
か
史
施
し
て
お
り
六
十
一
ど
の
位
か
と
い
う
ご
質
問
が
あ
一

聯
襯
譲
鰍
塗
贈
雛
製
射
饗
豆

巾
町
村
の
無
で
・
り
ま
す
そ
れ
ぞ
れ
所
豪
語
塵
竺

が
、
市
町
村
は
条
例
を
決
定
し
…
被
保
険
一
一
人
当
均
等
割
、
世
瞭

て
実
施
ζ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
…
帯
1
1
等
割
に
よ
っ
て
、
算
出
賦

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
［
課
す
る
も
の
で
、
今
そ
の
額
を

　　

@　

@　

@　
K
響
て
、
は
で
，
ま
せ
菟
そ

の
平
均
額
を
示
し
て
、
ご
参
考

と
し
ま
し
よ
う
。

　
　
保
険
税
へ
料
）
調
　
3
1
有
雌
、

　
被
保
険
者
一
人
当
ザ
均

　
　
　
　
　
　
　
（
一
年
分
）

串小日延都宮全
問林南岡城崎竪
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万
三
山
幸
四
六
・
辺
課
三
代
琿
、
敷
中
課
員
一
二
氏
ま
た
、
第
三
班
と
し
て
、
松
木
㏄

ど
ん
な
治
療
が
う
け
ら
れ

…
ど
ん
な
物
が
支
給
さ
れ
る

万
｝
と
い
い
ま
す
と
、
次
O
よ
）
に

全
国
平
均
、
県
下
六
市
一
な
っ
て
い
ま
寸
．

で
同
し
く
五
日
急
行
高
F
穂
で

到
符
、
同
日
夕
刻
当
市
役
所
に

窪
目
を
訪
ね
挨
拶
後
宿
旧
泊
　
、
六

日
ヒ
日
の
両
日
、
工
場
敷
地
、

民
事
、
L
業
川
水
な
ど
調
査
し

㌻
h
　
ノ
碧
一
〇

、
　
し
か
～

総
務
部
長
、
小
畑
庶
弼
課
長
、

上
村
課
員
一
、
。
氏
が
↑
一
円
空
路

来
市
、
卜
二
日
現
地
冷
．
視
嬢
、

L
地
代
金
な
ど
具
体
的
話
し
合

い
を
ぐ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

v
セ

・
二

東
洋
紡
調
査
．
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
班
に
分
れ
て
来
市

縣
蘇
緩
罎
熱
線
鱗
難
謹
棚
聯
潔
耀
献
…
徽
類

能
力
の
ほ
か
、
個
々
の
利
益
を
・
繕
課
長
、
真
野
原
動
課
長
、
出
第
∴
班
は
木
m
厚
牛
課
長
、
渡

う
け
る
限
度
に
も
課
せ
ら
れ
る
一

水
道

需
要
の

皆
さ
ま
へ
お

◎
水
道
事
業
の
あ
ら

一
ま
し
　
　
　
　
’

　
市
の
上
水
道
は
、
昭
和
．
　
卜
冗

一
年
給
水
開
始
以
来
、
既
に
七
年

一
に
な
り
ま
し
た
。
只
今
給
水
戸

数
は
一
下
四
．
貞
月
に
達
し
、
年

間
給
水
使
用
料
寄
人
も
昭
和
一
．
一

ヨ
｝
年
決
算
で
冗
肖
四
四
万
二

丁
四
白
円
、
過
年
吸
分
の
使
用

　
　
　
　
ロ
ヨ

　
　
　
　
尉
い
！

・
料
金
並
に
予
数
料
牧
入
布
巾
n
廿

て
兀
百
九
十
万
七
自
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
・

本
年
度
の
牧
入
額
は
、
廿
自
万

円
を
起
え
る
と
f
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

計
画
給
水
一
1
1
数
と
し
て
は
二
予

二
百
月
を
愚
輩
に
、
惜
施
没
は

完
備
し
て
お
・

及
状
況
は
現
－

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
『
墜
秋
も
深
ま
り
ま
し
て
・
好
天

能
賦
課
』
と
『
応
益
賦
謬
と
蔵
が
続
き
、
今
日
こ
の
頃
は
稲

ミ
ス
・
日
向
市

…
刈
の
最
中
で
あ
り
ま
す
。
市
民

「

．
の
皆
梯
に
は
お
元
気
で
、
そ
れ

｝市長からのおたより
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そ
れ
の
お
仕

弔
に
忙
し
い

こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
市
役
所
も

こ
の
頃
は
一

書
中
で
一
報

忙
し
い
時
季

で
あ
り
ま
す

国
の
補
助
金

や
起
債
も
そ

ろ
そ
ろ
決
定

し
ま
し
て
、

そ
れ
に
大
き

な
丁
弔
の
入

さ
れ
ま
す
。
そ
幻
や
、
こ
れ
や
て

私
が
巾
役
所
を
留
守
に
す
る
こ

と
か
多
く
、
巾
民
の
与
々
に
ご

迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

　
巾
役
所
の
近
況
二
一
．
．
を
お
知

ら
せ
巾
し
上
げ
ま
す
れ
ば
、
先

ず
第
一
に
、
市
役
所
、
市
議
会
が

協
力
致
し
ま
し
て
、
来
年
度
か

ら
国
民
健
康
保
険
事
業
を
始
め

る
準
備
を
遣
め
て
お
り
ま
す
。

実
は
現
れ
国
保
事
業
を
実
施
し

て
い
な
い
市
は
、
宮
崎
県
で
は

日
向
市
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
他

の
六
巾
は
こ
の
事
業
を
行
っ
て

皆
相
当
の
成
績
を
あ
げ
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
は
か
り
て
な
く
、

国
保
覇
業
の
酋
及
す
る
に
つ
れ

て
、
他
の
市
町
村
て
国
保
ω
お

蔭
を
蒙
っ
て
い
た
人
か
、
日
向

市
に
移
っ
て
来
て
、
国
保
の
な

い
こ
と
に
非
常
に
不
便
を
感
ず

る
ら
し
い
の
で
す
。
そ
れ
に
国

保
事
業
は
相
互
扶
助
の
立
場
か

鵠
つ
馳
ゆ
し
・
も
、
紅
鱒
皇
看
ひ
鴇
霊

を
堅
固
に
す
ろ
意
味
か
ら
言
っ

て
も
実
に
糺
構
な
“
業
で
あ
り

ま
す
の
で
、
是
訓
来
年
か
ら
実

行
し
た
い
心
組
で
お
り
ま
す
。

何
れ
市
民
の
轡
様
に
も
、
部
落

別
に
面
接
お
会
い
し
て
、
御
了

解
を
願
い
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
絶
大
の
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
予
め
御

願
い
し
て
お
き
ま
す
。

　
次
に
、
十
一
月
二
日
に
細
見

臨
海
工
業
地
帯
の
設
討
昔
の
一

人
で
あ
っ
た
、
鈴
木
雅
次
聯
繋

が
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
鈴

木
博
」
－
は
、
相
川
代
議
七
が
広

島
県
知
肇
で
あ
っ
た
時
、
そ
の

委
嘱
を
受
け
て
、
広
島
t
業
地

帯
の
埋
立
設
訓
茄
や
つ
た
人
て

そ
の
道
の
権
威
者
で
あ
り
ま
苓

切
」
は
細
島
臨
海
可
業
地
帯
か

良
港
と
大
量
の
水
に
恵
ま
れ
、

将
来
の
工
業
、
特
に
示
工
業
に

無
比
の
適
地
で
あ
る
こ
と
を
強

き
な
刺
蔵
に
漏

す
。

　
最
後
に
そ
〔

に
つ
い
て
、

ば
、
十
一
月
｝

大
阪
本
社
か
・

工
務
部
長
以
や

来
ら
れ
、
七
［

亘
っ
て
綿
密
ド

れ
ま
し
た
。
由

に
も
、
本
社
撚

が
来
ら
れ
る
－

つ
て
お
り
ま
ナ

致
も
愈
々
本
棺
に
疫
’
れ
も
α

と
承
知
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

た
て
こ
れ
か
ら
の
交
野
は
、
土

地
代
は
い
く
ら
に
す
ろ
か
、
税

金
は
ど
う
し
て
く
れ
る
か
、
道

路
は
鋲
道
は
、
と
い
っ
た
よ
う

な
細
か
い
交
渉
に
な
り
室
す
し

ま
た
市
民
の
私
4
5
地
の
買
牧

や
、
使
用
の
問
題
も
含
ま
れ
ま

す
の
で
決
し
て
容
易
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
一
つ
市
民
の
皆
噌

天神山通線道路

式
典
は
、
卜
刀
工
一
・
四
日
県
の
、
か
ら
衷
彰
を
う
け
ま
し
た
。

織
鎌
瀬
撫
霊
迎
瀟
聯
諜

主
翼
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
地

方
自
治
功
労
者
と
し
て
、
」
日
向

市
で
は
次
の
国
訴
が
二
見
知
事

助
　
役
松
木
貞
治

牧
入
役
河
野
翠
行

市
会
潮
脚
　
汀
木
　
市
蔵

　
　
　
　
　
　
　
日
文
化
の
円
に
、
市
内
の
〃
其

　
　
　
　
　
　
　
花
弗
園
芸
家
か
ら
、
出
船
さ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
れ
た
菊
化
展
は
、
巾
営
結
婚
～

　
　
　
　
　
　
　
式
場
を
会
場
と
し
て
催
さ
れ
（

　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．

　
　
　
　
　
　
　
を
ご
承
知
い
た
だ
い
て
、
使
用

　
　
　
　
　
　
　
ネ
を
延
滞
な
く
納
め
て
戴
い
て

　
　
　
　
　
　
・
い
ホ
漏
す
が
、
一
部
に
は
再
．
．
徴

　
　
　
　
　
　
　
牧
員
の
足
を
運
ば
せ
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
滞
納
し
て
お
ら
れ
る
力
が
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
は
、
運
営
し
に
人
目
支
障

　
　
　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
た
め
ト
一
月
一
日
か
ら
年

　
　
　
　
　
　
｝
末
迄
の
期
間
を
滞
納
整
押
の
月

　
　
　
　
　
　
　
と
定
め
ま
し
た
。
剛
健
の
徴
牧

　
　
　
　
　
　
　
員
の
徴
牧
洩
れ
の
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
は
、
水
道
課
か
ら
課
員
総
出
て

　
　
　
　
　
　
　
暫
岬
に
あ
た
る
r
と
に
し
k
し

　
　
　
　
　
　
　
た
。
〈
，
血
数
回
郁
水
処
分
冷
受

　
　
　
　
　
　
　
け
た
滞
納
打
に
は
、
．
γ
ハ
H
な
し

　
　
　
　
　
　
　
に
直
接
引
取
処
分
を
ぐ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
も
あ
り
↓
、
す
の
で
、
な
岬
4
3
べ
く

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
一
う
な
処
分
冷
つ
け
ら
痢

　
　
　
　
　
　
な
い
k
う
に
、
甲
目
に
納
人
さ

　
　
　
　
　
　
れ
る
よ
）
お
願
い
い
た
し
ま

　
　
　
　
　
　
よ
，
　
　
　
　
（
水
道
課
〉

　
　
　
　
　
　
　
市
民
課
、
農
委
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
室
移
る

　
　
　
　
　
　
由
役
所
内
て
課
察
か
輪
部
一
一

　
　
　
　
　
　
一
月
一
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
・

　
　
　
　
　
　
一
市
民
課
は
講
牽
の
東
側
の
角
の

　
　
　
　
　
　
一
室
（
小
会
議
室
の
北
隣
り
）
に

　
　
　
　
　
　
一
体
裳
委
員
会
は
玄
関
を
入
っ
て

　
　
　
　
　
　
一
す
く
左
に
行
っ
た
室
（
も
と
市

　
　
　
　
　
　
　
民
課
）
に
移
り
楽
し
た
。
な
お
市

　
　
　
　
　
　
政
記
者
冠
は
も
と
農
業
委
1
1
会

　
　
　
　
　
　
圏
の
あ
っ
た
室
に
移
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
一
市
役
所
食
堂
新
設

r
「
ヌ
不
　
π
戦
　
　
市
役
所
に
は
食
常
が
あ
り
ま

十
b
八
τ
五
課
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
押
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

く
τ
巾
に
と
り
晶
校
時
代
の
割
烹
室
を
食
堂
に

ま
す
・
こ
の
珈
改
装
し
、
未
亡
人
会
が
経
営
し

向
警
察
署
前
か
て
開
叉
し
ま
し
た
。
広
さ
は
四

川
岸
の
製
材
所
卜
．
坪
、
衛
娃
的
な
食
堂
か
で

に
十
る
道
路
て
き
↓
．
砺
し
た
。

し
て
、
巾
卜
一
一
　
　
「

鴇ド

c
蜘
魏
溜
熱
型
て
｝

　
　
　
巨
蛋
白
匙
一
7
自
重
」
L

一9

粋
齊
O
＝
＝
。
3
＝
＝
：
一
：
＝
。
．
“
＝
騨
一
＝
：
＝
＝
騨
二
＝
：
；
：
：
＝
鵯
≡
；
圏
「
＝
＝
＝
3
＝
p
＝
＝
，
“

…
市
　
　
議
　
　
会
　
…

」
三
＝
一
＝
≡
≡
ヨ
≡
一
＝
≡
…
一
…
＝
≡
＝
…
一
…
…
噂
§
3
3
葺
§
§
≡
一
口
…
冒
1
1

冨
崎
神
宮
人
賦
の
・
ス
、

ン
く
店
日
向
三
代
炎
は
、

ス
日
向
巾
選
κ
委
員
会
て
、

○
総
務
委
員
会
卜
月
二
十
二
日

　
閥
か
れ
、
市
有
財
庸
調
査
そ

　
の
他
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

○
経
済
委
員
会
委
員
は
、
農
協

轟
市
営
霧
視
察
の
力

め
、
十
月
三
日
か
ら
三
日
間

日
南
市
、
串
閥
市
、
都
城
市

の
各
市
へ
寓
目
調
査
し
ま
し

た
。

ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
．

　
　
　
　
　
一
基
本
選
挙
人
名
簿
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
．
バ
ス
ト
八
○
、
ウ
＝
ス
ト
六
〇
｝

　
　
ヒ
ノ
ノ
几
○
。
富
島
島
校
卒
。
…

ノ
や
諏
昧
は
料
岬
、
カ
・
ラ
。
　
…

　
　
　ミ

一
↓
月
．
一
卜
万
日
出
発
に
あ
た
つ
一

審
て
、
父
久
徳
さ
ん
、
姉
山
本
笑
｝

朔
襲
蔀
肺
難
詐
畷
誘
蕎
漿
摸
㎎
協
力
を
暗
躍
け
る
菱
に
｝

丹
木
選
挙
人
名
簿
は
、
選
挙
一

溜
の
際
、
こ
の
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
と
、
選
挙
が
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
大
嵐
な
名
簿
で
す
。

こ
の
名
簿
は
木
年
九
月
卜
五
日

現
在
で
、
昭
和
卜
．
一
年
十
．
一
月

一一

m
一
日
以
前
に
出
生
し
た
満

二
十
才
の
人
そ
し
て
、
本
年
六

n
月
卜
人
口
口
以
愉
朋
か
さ
り
日
山
同
市
内

に
“
所
を
も
つ
て
い
た
人
を
登

録
し
て
い
ま
す
。

名
簿
の
縦
覧
は
次
の
期
間
行
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
役
所
、

各
支
所
、
ま
た
各
区
三
宅
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
か
ら
、
左
記

の
期
間
内
に
縦
覧
さ
れ
、
間
違

い
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
市
役
所

内
選
挙
管
理
三
障
会
事
務
局
に

申
出
て
下
さ
い
。

○
期
間
十
一
月
五
日
よ
り
十

　
　
　
　
九
日
ま
で
十
五
日
問

○
時
間
　
市
役
所
、
支
所
は
八

　
　
　
　
時
半
よ
り
午
后
五
時

　
　
　
　
ま
で
、
土
曜
、
日
曜

　
　
　
　
と
も
平
日
ど
お
り
で

　
　
　
　
す
。

差
押
物
件
公
売
の
お
知
ら
せ

巾
税
滞
納
処
分
に
ヒ
つ
て
、
差

押
中
の
物
桝
が
、
左
記
の
と
お

り
市
役
所
で
、
入
札
の
方
法
に

よ
っ
て
公
孔
が
．
行
わ
れ
ま
す
。

買
受
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所

前
掲
示
板
に
掲
示
し
て
あ
り
ま

す
。
　
「
公
売
公
告
」
を
ご
覧
の

上
当
日
入
札
し
て
下
さ
い
。

公
売
期
口
及
時
刻

公

売

物

一
、
宅
地
　
六
拾
四
坪
八
合

件

（
鍋
激
漫
漫
地
蔵
町
六
）

　　　十

井（月
前月
卜ll’段　1

一・ 撃券ｪ

時）日

、
家
犀
木
造
瓦
及
ス
レ
ー
ト
葺
弐
階

姐
活
舗
五
十
五
坪
他
二
階
充
十
五
坪

一

、
家
屋
木
造
農
圃
平
家
建
居
宅

卜
六
坪

、
州
引
－
網
地

（日
�
s
大
字
日
知
屋
蛭
子
の
脇
匹
ド
ト
．
八
○
匿
路
の
十
六
十
九
）

　
　
　
五
坪
七
合
六
勺

（
鋸
市
上
町
二
町
臭
三
番
地
）

ト
一
月
二
十
二
日

　
　
（
金
曜
日
）

　
　
午
前
f
一
時

二
、
宅
地
　
七
拾
坪
五
合

（
論
姉
欝
鵯
孟
田
七
、
）

一
、
田
　
壱
反
六
歩
（
内
樋
畔
六
歩
）

（
嘱
肺
葱
墨
字
瀬
ノ
E
）

一
、
畑
　
壱
反
七
畝
拾
七
歩

（
鵬
額
巌
々
津
町
字
竹
の
）

十
一
月
二
卜
八
日

　
　
（
木
曜
日
）

　
　
午
前
十
一
時

／

一
、
畑
　
四
畝
拾
参
歩

狛
絢
硬
諸
脚
馨
禦
ガ
）

一
、
畑
　
壱
畝
拾
五
歩

L
陥
痢
硬
諸
田
翁
前
．
）

二
、
田
　
壱
反
三
歩

（
閣
鵯
藏
幣
町
塾
風
原
）

一
、
畑
　
参
畝
拾
八
歩

　
へ
旧
肉
漢
淳
咽
知
特
旨
単
手
の
ノ

’
「

購
《
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市
婦
協
五
周
年
大
会

n
向
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
㎜

が
結
成
さ
れ
て
、
五
周
年
に
な
｝

る
の
で
、
そ
の
紀
念
の
祝
賀
大
一

醤
郷
舗
い
隔
役
所
講
｝

人
会
の
席
上
、
婦
人
会
の
組
織
一

や
活
動
に
、
功
労
の
あ
っ
た
人
｝

々
を
表
彰
し
ま
し
た
が
、
受
手
｝

汽
は
次
の
人
々
で
し
た
。
　
…

○
市
艮
表
彰
児
玉
一
枝
（
岩
脇
）
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酔

○
永
托
協
力
者
教
育
艮
衷
彰

　
至
尊
西
都
ア
イ
ノ
（
窟
高
）
　
「

　
後
藤
妙
子
（
塩
見
）

O
巾
博
覧
衷
彰

◇
市
婦
上
製
力
者

　
竹
内
せ
つ
（
富
高
）
児
㌃
も
一

　
ヒ
（
岩
脇
）
樋
口
安
r
（
富

　
凸
）
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

◇
地
区
協
力
茜

　
荻
原
秒
．
一
（
区
々
津
）
河
野

　
，
，
・
ノ
（
岩
脇
）
清
水
松

　
（
財
光
f
q
）
大
坪
シ
ン
（
塩

　
見
・
大
坪
ス
ミ
エ
（
塩
見
）

　
森
原
－
ー
ヨ
（
富
船
）
関
本
戚

子
（
日
知
屋
）
桑
野
安
子
　
｝
京
で
家
弔
育
児
の
千
・
伝
い
を
し
・

（
細
島
）
黒
木
ヒ
デ
（
細
島
）
　
て
い
る
。
一
．
男
親
雄
さ
ん
（
．
．

芹
沢
マ
サ
エ
（
日
知
屋
）
　
一
三
）
は
中
学
卒
繋
後
ほ
と
共
に

◇
部
落
協
力
者

　
児
ト
ま
さ
え
（
美
々
沖
）
黒

　
木
ス
イ
子
（
幸
脇
）
尾
上
初

　
子
（
財
光
寺
）
柏
田
つ
ゆ
子
一
男
雄
策
さ
ん
（
一
ん
）
は
秘
島

　
　
（
窟
高
）
三
尾
み
つ
の
（
窟
・
高
校
を
出
て
東
京
光
学
ツ
リ
ズ

　
高
）
小
原
マ
サ
ノ
（
日
知
騒
）
・
ム
会
社
に
勤
務
。

　
田
中
ト
メ
ノ
（
邪
知
屋
）
　
㎜
杓
そ
れ
ぞ
れ
立
派
に
育
ち
・
な

一
◇
地
区
表
彰
　
　
　
●
　
　
一
ご
や
か
な
母
イ
家
艇
て
あ
b
ま

　
財
光
苛
婦
人
会
　
　
　
　
　
｝
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
涛
難
の
道

’
◇
男
性
協
力
者
　
　
　
　
　
　
は
、
人
和
な
ら
ぬ
呂
労
の
連
続

　
ゴ
、
輪
秀
男
（
市
教
委
）
黒
本
で
し
た
。
人
の
利
　
さ
ん
か
日

　
倉
卜
口
（
学
校
長
）
真
弓
八
郎
』
文
肇
変
で
戦
死
し
た
当
時
ぱ
、

　
　
（
区
長
）
　
　
　
　
　
　
　
、
．
．
卜
才
の
未
亡
人
で
八
｝
の
長

◇
共
進
会
協
力
者
　
　
　
　
　
男
を
頭
に
1
1
人
の
r
供
を
抱

　
日
高
一
枝
（
心
懸
）
江
藤
ス
一
え
、
末
r
は
生
後
斤
ヵ
月
、
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ミ
ス
（
富
高
）
金
丸
英
（
富
父
丹
、
弟
と
の
大
家
族
の
中
で

　
も
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
r
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締
済
的
に
精
神
的
に
稽
活
の
聞

◇
感
想
文
当
選
茜
（
充
周
）
　
　
い
は
容
易
な
も
の
で
は
あ
り
亨

　
児
し
も
よ
（
甲
岩
）
成
合
よ
｝
せ
ん
で
し
た
。

　
し
の
（
曽
根
）
一
．
．
尼
み
つ
の
「
　
　
　
　
　
　
　
　
可

（
本
谷
）

　
　
母
は
強
し

　
　
　
　
　
県
福
祉
人
会
で
表
彰
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
冴
木
セ
キ
ノ
さ
ん
1

第
六
回
宮
崎
県
母
子
福
裾
大
会
で
武
彰
さ
れ
た
人
に
、
幸
脇
区

け
、
ト
一
月
六
日
県
公
会
庫
で
　
の
胃
木
セ
キ
ノ
さ
ん
が
あ
り
ま

開
か
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
大
会
す
。
セ
キ
ノ
さ
ん
は
今
年
四
卜

［
農
業
に
従
“
。
二
女
伊
智
～
き

一
ん
（
一
、
一
）
は
洋
裁
目
撃
卒

　

｝
え
延
岡
の
洋
裁
店
に
勤
め
、
．
．
。

一一

九
才
、
家
族
は
、

長
男
美
志
雄
さ
ん

（
二
七
）
現
在
東

京
で
小
学
教
員
、

妻
帯
し
て
子
供
一

人
。
長
女
美
奈
子

さ
ん
（
二
π
）

兄
夫
婦
が
共
稼
ぎ
｝
土
地
も
買
戻
し
、
占
い
土
蔵
で

で
あ
る
た
め
、
東
　
の
住
い
か
ら
、
倒
れ
た
住
家
を

　
↓
終
戦
の
年
に
父
が
死
亡
、
F
－
1

　
一
の
台
風
で
家
屋
は
倒
壊
、
響
砺

　
胃
弟
死
亡
、
相
次
い
で
そ
の
習
臼

　
母
川
死
。
相
川
相
下
は
失
い
、

　
頼
み
の
網
で
あ
る
遺
陳
族
援
護

　
　
一
1
敗
戦
で
打
切
ら
れ
、
旧
畑
は

　
医
療
費
の
支
払
い
の
た
め
担
保

　
　
に
人
れ
ら
れ
片
活
は
極
度
に
貧

　
し
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

　
　
セ
ヤ
ノ
さ
ん
は
「
友
は
弱
い
、

　
し
か
し
母
は
強
し
」
と
自
ら
を

　
励
ま
し
、
了
供
の
戊
長
を
曜
一

　
　
の
楽
し
み
と
し
て
、
≠
い
健
康

　
一
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
態
謝

　
一
し
な
が
ら
、
魚
の
行
商
そ
の
他

　
夜
を
日
に
次
い
で
努
力
、
か
く

は
一
て
精
進
は
報
い
ら
れ
、
担
保
の

心
配
し
て
子
供
を
指
導
し
て
よ

こ
す
ん
で
す
よ
〃

〃
家
内
も
行
商
し
て
い
る
ん
で

な
あ
〃
と
つ
け
加
え
ら
れ
た
。

よ
た
く
と
立
ち
あ
が
っ
て
落

花
生
、
か
二
袋
買
い
、
子
供
に
も

や
り
自
分
も
食
べ
ら
れ
た
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
「
一

建
て
痕
し
、
開
白
は
m
、
畑
七
一

反
の
農
業
を
、
．
．
男
と
と
も
に

励
ん
で
い
ま
ξ
。

遺
族
会
、
未
亡
人
会
、
婦
人
会

の
役
員
も
つ
と
め
、
平
和
な
懸

謝
の
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。

壷欝翻
人巡祭卜祭｛・わかレ神）こ
’・P・’六御五れら一宇1々
氏’全は紳Hま冗月例津
frl田1∫御1’はす「」1’祭の
、上“ドヨ村1　。ノト　。i昌！κ｝ま、γ

ミ代御幸　宮　行日’跡

立
の
侭
曳
h
“
℃

　
　
　
沖
お
・
氏
白
㌦
冒
一

ー
ー
ー
・
轟
、
遂
…

の
舞
姫
、
浦
安
の
郷
姫
、
余
興

隊
、
仮
陵
隊
な
ど
供
駕
。

一
七
1
1
（
目
）
は
余
興
の
日
と

な
っ
て
わ
り
、
最
も
に
き
や
か
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

な
行
巾
ω
目
て
四
一
賃
来
の
伝
｝

統
の
あ
る
神
彗
の
抽
建
ん
が
行
「

わ
れ
ま
」
q
が
一
・
ス
宣
磐
が
久
乙
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

惣
詰
修
籏
鄭
緩
「

余
興
隊
の
ー
ノ
〃
i
ル
出
・
潰
。
　
一

灯
台
沖
の
島
廻
り
布
人
型
発
動
一

機
船
て
喉
内
し
ギ
ケ
．
港
内
て

は
、
1
7
で
仏
馬
船
揃
h
、
そ
の

　
　
　
ま
ユ
　
　
ヘ
リ
　
ト
ロ
　
　
つ
　
し
や
　
ヘ
　
　
ヤ

ユ
　
ト
し

招
川
群
∬
ノ
ー
聖
圭
、
ハ
μ
’
門
庁
し

齢
鍵
辮
魁
醗
鱗
雛
購
　
灘
鑑

糧
ザ
難
嬉
融
鰍
堵
難
聴
暢
ボ
鯉
舗
ド
野
騨
銑
齢
礁
響
瞬
鴇
鐙
唱
詠

納
、
終
戦
後
約
卜
年
聞
絶
え
て
疋
田
虎
巾
、
日
高
降
着
の
諸
氏

無
か
っ
た
神
殿
か
ら
の
大
鼓
の
一
で
、
児
臥
戯
雄
宮
司
は
『
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

点
き
が
、
こ
の
日
か
ら
暁
を
破
・
で
、
氏
神
と
氏
r
の
つ
な
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

つ
て
鳴
り
渡
り
、
氏
子
は
云
う
｝
が
一
層
強
く
な
り
了
す
。
朝
に

繰
噛
曝
韓
麟
鷹
鎌
隷
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
子
供
だ
け
の
留
守
番
に
は
一
り
一
遍
間
た
っ
て
持
っ
て
行
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ノ
芦
や
火
元
に
注
意
し
て
一
ま
し
た
と
こ
ろ
「
霜
に
は
貸
す

　
く
だ
さ
い
。

π
、
押
売
り
に
は
最
初
が
大
弔

　
て
す
。
柑
予
に
な
ら
ず
に
品

　
物
を
見
な
い
こ
と
、
そ
し
て

　
偵
ち
に
祷
察
に
届
け
て
く
だ

　
さ
い
。

六
・
巾
僧
が
起
つ
た
ら
、
現
場

市
の
図
辞
館
は
本
の

返
却
が
遅
れ
た
か
ら

と
て
、
そ
れ
以
来
貸

す
事
は
出
来
な
い
の

で
し
ょ
う
か
？
私
は

一
週
間
後
に
返
し
に

行
き
ま
し
た
と
こ

ろ
、
丁
度
月
囎
日
で

こ
と
は
出
来
な
い
」
と
友
達
の

居
る
前
で
云
っ
た
の
で
す
。
少

し
ぐ
ら
い
の
同
情
は
し
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
一
学
生
）

門
回
答
】
図
甕
舘
で
は
一
週

以
内
に
必
ず
返
す
よ
う
き
ま

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
整
理
が

難
に
な
る
か
ら
で
す
「
霜
に

貸
す
こ
と
は
出
来
な
い
」
そ

い
わ
れ
た
先
生
（
蘭
任
者
）

キ
マ
リ
を
守
る
と
い
う
こ

が
、
い
か
に
大
切
で
あ
る
か

強
く
云
わ
れ
て
い
る
の
で
す

一
週
間
し
て
も
薩
め
な
い
時

延
期
願
い
で
も
出
し
て
い
た

け
ば
い
い
の
で
す
。
図
桝

ま
、
キ
マ
リ
を
正
し
く
守
つ

頂
け
ば
、
何
も
遼
慮
す
る
こ

な
く
大
い
に
利
用
さ
れ
ま
す

で
、
心
配
な
く
ど
し
く
利

し
て
下
さ
い
。

現
在
は
毎
臼
休
館
な
し
、
伯

土
熱
日
曜
は
午
前
中
。

　
　
　
　
　
　
　
（
図
書
館
係

所
か
駐
呑
所
ま
た
は
近
く
を

巡
回
巾
の
了
察
冨
に
届
け
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
日
向
警
察
署
）

の
麦
は

遅
　く

　と

　も

1十

：月

冒究
1日

全
国
青
年
体
育
大
会
”

を
て
の
。
ゆ
．
に
し
て
、
派
出
選
討
挺
膨
御
勤
花
田
．
昌
薯
里

て
輩
に
多
い
三
篶
壌
の
進
全
国
璽
体
莫
会
は
、
＋

艮
・
い
末
炭
を
作
る
奥
野
部
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
一
月
1
1
日
延
岡
巾
野
口
記
念
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
干
て
開
か
れ
た
日
向
木
炭
品
評
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
会
で
は
、
r
六
百
八
十
点
の
出
　

雄
国
の
凸
を
し
の
ぶ
ヴ
縫
の
墾
田
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
市
か
…

な
ど
か
行
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
・
ら
出
品
し
た
も
の
の
中
・
、
次
の
一

　
　
青
年
主
催
の
弁
論
大
会
と

　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
振
興
大
会

巾
κ
臼
団
協
読
会
で
は
、
弁
論
一
　
　
（
時
間
は
一
人
五
分
間
）

人
会
と
碑
業
振
興
人
会
を
、
来
．
○
趨
業
振
興
大
会

バ
ス
を
待
っ
て
い
る
間
に
、
横

に
来
腰
か
け
た
労
働
者
風
の
4
1

老
い
た
父
親
と
子
供
が
あ
っ

た
。
イ
供
は
う
す
暗
く
な
っ
た

の
に
、
カ
バ
ン
を
肩
に
か
け
上

著
は
破
れ
て
い
る
。
小
学
校
の

．
．
梵
4
だ
と
い
う
こ
と
。
父
親

　
　
考
え
さ
せ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
社

は
き
＼
も
し
な
い
の
に
〃
．
r
供

か
弘
の
か
え
り
を
気
づ
か
つ
て

迎
い
に
来
た
、
学
校
の
か
え
り

て
よ
ヒ
。
五
畿
は
可
偉
い
で
す

な
。
此
の
r
が
将
来
n
罰
す
る

ま
て
、
私
は
几
気
な
と
、
よ
い

が
〃
と
酒
の
匂
い
冷
’
ー
ン
く

さ
せ
な
が
ら
訥
る
に
〃
家
内
が

会
の
断
片
－

　
児
　
玉
　
一
　
枝

か
し
r
供
は
父
親
の
様
了
に
オ

ド
ー
し
て
落
化
生
も
食
べ
な

い
。
私
は
此
の
父
親
と
母
親
の

中
に
育
つ
四
人
の
～
供
の
こ
と

に
つ
い
て
い
ろ
く
考
え
た
。

酒
ぐ
せ
の
悪
い
父
親
と
共
稼
き

の
筈
労
の
多
い
生
活
に
や
つ
れ

た
母
親
。
父
親
を
迎
え
て
う
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
ニ
ー
－
．
．
．
日
巾
役
所
講
堂
で
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
弁
論
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
H
K
㍑
ぼ
砺
の
｝
張
コ
ン
タ
ー

暗
く
な
る
ま
で
ヵ
パ
ン
を
背
負
　
ル
宮
崎
県
大
会
か
催
さ
れ
る
機
　

蜘鰍

藷
�
ﾘ
麗
藤
韓
霊
鑑

鍵
鍵
藷
駝
版
駿
鄭
鎗
レ
幽
幽

と
ら
れ
る
。
が
反
面
父
親
を
さ
　
の
意
見
を
入
に
は
つ
き
り
と
伝

が
す
～
供
が
、
父
親
を
さ
が
し
　
え
る
扱
術
を
み
か
く
こ
と
に
あ
　

あ
て
な
い
時
は
と
う
す
る
だ
う
り
寸
、
す
。

う
。
叉
勾
老
い
た
父
親
が
泊
の
　
一
ズ
ー
マ
と
持
ち
時
間
は
次
の
よ

た
め
に
倒
れ
た
ら
　
　
　
　
　
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
親
が
待
ち
あ
一
れ
て
、
父
親
　
ω
大
人
に
わ
か
っ
て
貰
い
た
い

や
子
供
に
つ
ら
く
あ
た
っ
た
ら
　
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
男
哲
か
ら
な
桝
へ
、
な
悟
か

こ
の
家
庭
は
と
う
な
る
だ
う
　
　
ら
男
件
へ

う
。
そ
し
て
了
供
は
、
　
　
　
　
㈹
こ
ん
な
“
事
に
．
4
を
捧
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
｝
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
は
足
が
派
く
な
っ
て
、
と
も
ω
日
本
人
に
欠
け
て
い
ろ
こ
と
一

す
れ
ば
辿
書
羅
）
囎
新
製
讐
・
た
上

研
究
発
表
を
．
行
う
が
、
形
式

は
ω
個
人
発
表
　
ω
グ
ル
ー

プ
発
一
衣
　
㈹
演
一
点
（
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）

一
人
十
二
分
間
以
内
で
、
審

査
員
の
質
疑
応
答
五
分
以
内

で
二
二
卜
三
間
）

参
加
者
に
は
洩
れ
な
く
参
加

賞
が
出
る
。

これから火災が多くなる

心

火災予防週間

1ui26日～12月2日

入
選
者
が
出
ま
し
た
。

◇
一
等
　
山
本
昇
（
巡
r
）
掛

　
木
市
之
助
（
同
）
　
　
　
　
．

◇
二
等
黒
田
雨
隠
爺
見
）
曹

　
山
本
政
夫
（
同
】
燃
木
積
（
同
型

…
◇
三
簿
児
卜
弘
（
本
谷
）
鈴

　
木
忍
、
壱
岐
福
治
、
山
本
新
【

　
助
（
以
上
一
見
）

◇
図
面
　
黒
木
政
雄
（
蝿
々
沖
と

　
黒
田
元
治
（
匹
見
）
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
ブ
タ
・
コ
レ
ラ
　
　
一

　　

¥
防
注
射
日
割
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豚
コ
レ
ラ
予
防
涯
射
の
、
ト
一
一

日
以
後
の
日
割
は
次
の
と
お
り
…

で
す
。

用の火

十十十十十十
六五四三ニー
日日日日日日

原
町
、
江
良

本
郷

細
恥

砲
崎

新
菊
市

財
光
寺

卜
八
日
・
十
九
日
　
岩
脇

ニ
レ
日
．
二
＋
一
日
美
々
沖
へ

舗
悪
露
麟
饗
講
霧
鰍
鹸
熱

め
・
石
灰
を
反
当
二
〇
貫
森
羅
月
＋
百
か
ら
東
京
で
開
か
、

帰1川Illl旧II川川1川1津川ll川mllll川Ill口川に

i農家のメモ1
＝llllllll川｝lm川ll川ll川1川1川l11川l11芝川川1亀一

最
で
良
い
と
い
う
も
の
で
も
な

く
、
ま
た
使
い
方
も
同
一
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
現
呑
の
価
格
の

菱
と
肥
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

購
撫
離
礁

騰
羅
ド
講
臓
鮮
獅

　
　
　
　
　
　
　
助
け
ま
す
の
で
適
期
に
し
か
も
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

硫
安
四
貫
過
石
．
ハ
貫
燃
加
茸
椛
湘
鞭
霞
嬢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
敏
大
君
（
梶
木
）
は
ノ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ー
ル
投
に
県
代
表
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
と
決
定
、
八
日
、
ゴ
．
尾
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
に
あ
い
さ
つ
を
述
奥
、
激
励

貫
を
施
し
ま
す
・
特
に
追
肥
な
了
け
て
元
気
に
出
発
し
ま
し

た
い
も
の
で
す
・
肥
料
は
反
毛
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
月
の
メ
モ
一

適
量
を
施
し
、
従
来
の
反
牧
よ
・
0
1
1
日
↓
1
6
日
　
市
民
税
第

安
い
牧
爪
の
・
が
・
な
い
犠
鉱
舗
龍
鼎
『
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
も
重
要
な
主
食
で
あ
り
締
當

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
も
大
き
な
役
割
を
も
つ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
　
　
　
　
（
農
林
課
）

を
、
引
合
わ
な
い
と
こ
ぼ
し
乍

ら
も
、
皮
を
二
っ
て
い
ま
す

が
、
引
合
う
麦
伯
を
し
て
、
そ
一

の
他
に
為
利
に
経
営
が
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
向

の
夏
の
と
れ
な
い
即
由
は
、
高

温
多
湿
の
暖
冬
と
い
っ
た
気
象
一

的
な
悪
調
歩
も
あ
り
ま
す
が
、

〈
二
度
、
引
合
う
よ
う
な
麦
の
｝

期
督
促
発
送
準
備

　
　
農
繁
期
の
す
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ら
う

こ
れ
か
ら
の
刈
り
入
れ
時
は
、

艘
家
の
皆
様
に
は
猫
の
可
も
借
す
．

り
た
い
ほ
と
忙
し
い
時
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
、
こ
の
す
き
を
ね
ら
っ
て
、

犯
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
賀
は
が
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窓
口
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
日
か
ら
売
出
し

作
り
方
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
一
日
向
郵
便
局
で
は
、
お
年
玉
つ
［

う
か
検
討
し
て
み
ま
し
よ
う
。
ぎ
年
賀
は
が
き
を
、
＋
万
t

　
e
適
期
に
麦
播
が
な
さ
れ
て
い
一
五
日
か
ら
売
出
し
ま
す
が
、
こ

　
　
る
か
（
↑
一
月
二
↑
五
日
中
一
れ
ま
で
の
予
約
申
込
み
受
付
け

d
　
・
い
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一
は
廃
止
し
て
、
丁
丁
窓
口
で
売

抑
多
牧
品
禦
作
ら
れ
て
い
』
り
さ
ば
く
、
と
に
な
り
ま
些
・
背

と
ハ
ほ
う
が
毎
臼
増
え
て
い
ま
れ
ま
す
。
肥
料
も
金
肥
7
2
能
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
義
で
、
必
要
以
上
の
肥
料
を
疎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

警
察
で
は
、
農
家
の
智
さ
ん
が
・
つ
て
い
わ
せ
ぬ
か
と
い
う
八

ド
額
面
碧
肋
わ
曝
羅
嚥
㌫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
す
。
種
類
は
昨
彗
と
同
様
、
四

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
・
農
｝
や
、
麦
と
酸
轡
と
い
う
点
も
充

あ
き
巣
や
し
の
び
込
み
な
ど
の
へ
繁
期
の
特
別
取
締
を
行
い
ま
す
一
分
考
慰
し
て
戴
き
忙
い
。
来
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

円
と
五
円
で
、
い
つ
れ
も
お
年
　
0
2
9
日

玉
が
つ
い
て
い
ま
す
。
郵
便
局
一

の
ほ
か
市
内
の
各
切
手
売
さ
ば
一
〇
翌
日

き
店
で
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

一
〇
1
4
日
　
濾
過
池
砂
掻

ロ

一
〇
1
5
日
各
稲
団
体
連
絡
協

皿
会
（
教
委
）
、
十
一
月
分

一
護
費
支
給
（
福
祉
廓
務
所

…
0
1
6
臼
　
古
田
地
区
二
重
脊

　
問
題
調
整
協
議
会
（
農
否

一〇1
8
日
　
農
業
委
貝
会
、
留

｝　

誾
煢
B
し
（
市
民
課
）

一
〇
1
9
日
　
交
換
分
合
登
紀
解

　
開
始
（
三
百
）

　
区
劃
整
理
審
議
会

　
中
小
企
業
巡
回
懇
談
会

…
　
　
　
（
商
工
会
議
所

一
〇
2
0
日
　
包
装
指
導
講
習
店

。
　
動
力
農
機
具
調
査

｝
0
2
2
日
　
富
島
漁
協
監
査

　
　
　
　
宵
年
弁
論
大
会
。

　
　
（
市
講
常
）
水
質
検
査

　
　
道
課
）
。
　
．

　
0
2
5
日
1
3
0
日
　
優
良
店
口

　
　
備
調
査
　
　
（
商
工
水
産
煽

一　
　
　
　
消
費
名
主
食
登
郁

　
　
変
更
最
終
日
　
　
　
　
、

一　
　
　
　
　
消
費
者
世
構
用
＋

』
購
入
通
覇
爵
－
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